
和
今年最後の五十嵐レポートになりました。毎週52回発行できました。無事

である事が何より幸せである事を教えてくれた一年でした。

昨年の最後のテーマは「アジア・アズ・ナンバーワンの日本」。

下る日本と昇るアジア、日本はアジアの中でどう存在を出していくのかが

課題でした。

私は今年、ベトナムに3回訪問しました。ベトナムに行くことで、越えなけれ

ばならない壁を知るとともに、日本にいると見えなかった日本の良さ、強み

が見えてきました。企業規模の大小問わず、日本的経営を推進して健全経

営をされている企業が多くありました。

日本的経営って何でしょう？

現場では、「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「躾」の５S。特にベトナムでは

「躾」が大事。ゼロから躾をしてく必要があります。＜「躾（仕付け）」礼儀作

法を身につけさせること＞

日本の原点は、聖徳太子の第十七条憲法の第一条「和を以って貴しとな

す」の「和」。＜戦争をやめ、平和な状態に戻すことを「和」といい、「やわら

ぐ、やわらげる、なごむ、なごやか」の意味。人々が仲良くやっていくことこそ、

この世の中で最も尊く、たいせつなことだということ＞

和の精神と５Sの実践が日本の良さ・強みであることがわかりました。これら

の「ソフト」が日本の最大の輸出品になります。製造業のような技術の移転

により国内が空洞化になることもありません。どんどん「和」と「５S」は海外に

広めていくことです。アジア・アズ・ナンバーワンの日本になるために。

今年一年、有難うございました。来年もよろしくお願いいたします。

発行：「町コン」五十嵐 勉 平成23年12月25日 第543号「週刊五十嵐レポート」
2011年、今年の漢字は「絆」。

「日本国内では、東日本大震災や台風による大雨被害、海外では、ニュー
ジーランド地震、タイ洪水などが発生。大規模な災害の経験から家族や仲間
など身近でかけがえのない人との『絆』をあらためて知る。

人と人との小さなつながりは、地域や社会などのコミュニティだけでなく、国
境を越えた地球規模の人間同士の『絆』へ。

SNSをはじめとするソーシャルメディアを通じて新たな人との『絆』が生まれ、
旧知の人との『絆』が深まった。」（財団法人日本漢字能力検定協会HPより）
「絆」を広辞苑で調べると、①馬･犬・鷹など、動物をつなぎとめる綱。

②断つにしのびない恩愛。離れがたい情実。ほだし。

1人だけでは生きていけない。生かされているという感謝。再認識した1年で
した。

あなたは5年後、10年後どうなっていたいのか

●もしこれが駄目なら、ほかにどんな方法があるかを検討しよう。

●自分のゴールまでの道、あるいはもう一つの残された道や可能性を自分で
決定しよう。

●自分の決断に責任をもとう。

●自分の運命に責任をもとう。

●必要があれば、自分の精神構造や情緒パターンも積極的に変えていこう。

5年後、10年後、20年後、自分はどうなっているだろうか？それは、運命
のリーダーとしてのあなたが、今日どんな決断をし、どんなゴールを選ぶか
にかかっているのだ。

ロバート・シュラー著「いかにして自分の夢を実現するか」（三笠書房）

●週刊五十嵐レポート 毎週月曜日発行

●町コン経営塾「会社成功塾」 毎週日曜日、月曜日 午前１０時～１２時。

●町コン・ランチェスタービジネスセミナー 毎月東京・大阪開催
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